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はじめに

胸部外科医の私が担当患者さんに漢方薬を飲んでもらうようになって10年が
過ぎた。「私，漢方は合わなくて」このように訴える患者さんは多い。「どんな漢
方を飲んだことがありますか？」こう聞いてみるとほとんどの人は葛根湯しか飲
んだことがない。

「風邪薬はスポーツ選手の禁止薬物になることがある」と聞いたことがあると思
うが，葛根湯（1）などの漢方でよく使われる風邪薬は「麻黄」という成分を含み興
奮作用がある。
葛根湯を飲んで胸がバクバクしたり，胃がムカムカすることがあるのはいずれ

も麻黄の副作用だ。苦くてまずい葛根湯を飲んでムカムカしたら「私に漢方は合
わない」ということになってしまう。

しかしながら，風邪をひいて鼻やのどが痛んでいる時に葛根湯を熱いお湯に溶
かしてすすってみると，案外美味しいと感じることがある。漢方薬の味は，その
人の味覚や体調によって大きく異なり，漢方医はこの違いを見きわめて漢方薬を
処方する。また，葛根湯（1）がまずく飲めなくても麻黄湯（27）や桂枝湯（45）は
美味しく飲めたりする。患者さんに「漢方薬が合わない」と言わせたのは，薬のせ
いではなく東洋医学的診断「証」の間違いによるものだ。
2020年に世界は新型コロナウイルス感染症で大変なことになった。そんな中

で私の患者さんは引き続き漢方外来に通ってくれ，落ち着いた時間を過ごしてく
れたように思う。コロナ自粛の時のような「病院に行きにくい，病院に行くほど
でもない」ちょっとした体調不良や西洋医学でうまくいかない症状には漢方が役
に立つ。この本は私が漢方外来で患者さんに話す内容を書きとどめ，私と薬学部
出身の医学部生，それに漢方ファンの患者さんが一緒にまとめたものである。
漢方は1400年ほど前に日本に伝わり日本人に合わせて発達した日本の伝統医

学である。飲み方，飲ませ方を知らずに，先人の知恵を無駄にするのはもったい
ない。漢方薬が合わない人などいない。漢方薬をたしなむ漢方ファンのための場
所をつくってみよう。

2020年6月25日　出雲にて
島根大学医学部漢方医学臨床教授／日本外科学会専門医
宮本信宏
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第1章　漢方薬の飲み方
1 .  漢方薬の飲み方  
「粉末のコーヒーを粉のまま飲んでも美味しくない」葛根湯（1）

「漢方はザラザラひっついて飲みにくい」
医薬品の漢方エキス剤を処方したご高齢の患者さんからこのような意見
を聞く。解決法は簡単，少量の水かお湯に混ぜてスプーンで混ぜながらす
すり飲むと良い。お湯の量はお好みで。私は湯呑みに100mL程度のお湯
で飲むのが好きだが，気温や体調に合わせて調整する。風邪気味で汗をか
きたい時には葛

かっ

根
こん

湯
とう

（1）を熱湯に溶かしてすすり飲む。湯呑みに残った少
量の漢方薬は気にしない。
そもそも漢方のエキス薬はフリーズドライで成分を抽出した形状であ

り，粉のままの漢方薬を飲むのは粉のコーヒーを溶かさずに口に含んで無
理やり飲んでいるようなもの。美味しいわけがない。
先日来院された慢性疲労の患者さん，ウイルス感染予防に良いとされる
補
ほ

中
ちゅう

益
えっ

気
き

湯
とう

（41）の温服（お湯に溶かして飲む）をオススメした。「先生，
あの薬メチャクチャ甘いですねー」とお喜び。そう，疲れている人が補中益
気湯を飲むと甘い。私も毎日欠かさず飲むが，疲労が強いほど甘みが増す。
口内炎やのどの痛みを訴える患者さんにはブクブクうがい飲みを推奨し
ている。2017年から半

はん

夏
げ

瀉
しゃ

心
しん

湯
とう

（14）で認められた飲み方で，口内炎に対
して半夏瀉心湯を少量の水と一緒に口に含んでブクブクし，舌で溶けた薬
を口内炎にすり込むようにする。少し汚い気もするが，これをそのまま飲
みこむ。ちなみに半夏瀉心湯は逆流性食道炎，胃炎，腸炎に効く。飲みた
くない人は，うがいだけで吐き出してもいい。
漢方薬は薬効を持つ天然の薬草など（生薬）を混ぜ合わせ，5000年ほど

かけてヒトで試し続けてきた伝統医学の結晶である。生薬の組み合わせに
よりその種類は無限となり，一言で「私に漢方は合わない」というのは「私

© 日本医事新報社 2020  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。



6

に合った食べ物はない」と言うのと大差ない。
本書を通してお好みの漢方薬を見つけて頂けたらと願っている。

覚えておこう！

・漢方薬は少量の水かお湯に混ぜてスプーンで混ぜながらすすり飲もう

・水やお湯の量はお好みで。湯呑みに残った少量の

漢方薬は気にしない

・風邪気味：葛根湯，ウイルス感染予防：補中益気

湯，口内炎や慢性疲労：半夏瀉心湯

2 .  漢方薬をいつ飲むか  
「湯はのんびり，散はサラッと，丸はまずい」桂枝湯（45）

「漢方は食前ですよね」
漢方外来をしていると常にこの話になる。添付文書には食前と書かれて
おり，原則食前にしているが，基本的には満腹でなければいつ飲んでも良
いと思っている。漢方薬は長い歴史の中でできた生薬の組み合わせのハー
モニーを楽しむもの。オブラートに包んではもったいない。
「湯」とついた漢方薬は生姜湯のように味を楽しもう。私の好きな味は桂

けい

枝
し

湯
とう

（45）。少し疲れた時，体が冷えた時にお湯に溶かしてゆっくり飲むと，
シナモンティーのように楽しめる。お好みに合わせてハチミツを混ぜても
なかなか良い。私は毎朝欠かさず起きてすぐに電気ケトルでお湯を沸かし，
湯呑みに補中益気湯（41）を入れ，熱湯100mLに溶かしてティースプーン
で混ぜながら飲む。寒い冬の朝や夏のエアコン冷えには最高だ。
これに対して「散」とついたものはサラッと飲んで風味を楽しむ。代表格
は五

ご

苓
れい

散
さん

（17）。私の人生を変えた漢方薬だ。五苓散は天気の悪くなりそう
な時，気分が重くなった時にサラっとお水で飲む。効果がイマイチな時は
もう一服追加するのも良い。私は低気圧の近づいた時に頭が重くなり，そ
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